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【論　説】

1960 年代のスリランカ政治と
N.Q.ダヤス

川 島 　耕　司

はじめに

　スリランカでよく耳にする言葉に，「スリランカ，特にシンハラ社会のカ

ースト問題はインドほど深刻ではない」というものがある。おそらくそれは

間違っていない。総じて言えばこの問題に関する状況はインドの方がはるか

に深刻であろう。しかし言うまでもないが，このことはシンハラ人のカース

ト問題を無視してよいということにはならない。少なくとも本稿が扱う 20

世紀半ばの政治においてはカーストはかなりの重要性をもっていた。特に非

ゴイガマのエリートにとってはカーストは明らかに深刻な問題であった。政

治の世界においては最も数が多く，しかも高位であるとされるゴイガマ・カ

ーストが優位に立つことは当時においては自然であるとされた1）。

　実際，シンハラ人議員の圧倒的多数はゴイガマであった。たとえば，1956

年 7 月の選挙で選ばれたゴイガマの議員は全議員の 57.6 パーセント，シン
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ハラ人議員の 72 パーセントを占めていた2）。さらに，よく知られているよ

うに，最高権力者（1978 年までは首相，それ以後は大統領）のほとんどは

ゴイガマである。ラナシンハ・プレマダーサ（大統領，1989─1993 年）は唯

一の例外である。少なくともエリート・レベルにおいては間違いなく圧倒的

にゴイガマが有利であった。こうした状況のなかで，非ゴイガマのエリート

たちはどのような状況におかれ，どのような行動をとり，そしてそのことは

政治にどのような影響を与えたのだろうか。こうした点はほとんど明らかに

されて来なかったように思われる。

　私はこれまで N.Q.ダヤスというカラーワ・カーストに属する行政官を中

心に 20 世紀半ばのスリランカ政治を考察してきた。具体的には，非ゴイガ

マと政治，1956 年の政治改革，仏教とナショナリズムといった問題を中心

にスリランカ政治のあり方を考えてきた。本稿においては 1960 年代前半の

政治過程とダヤスとの関連を明らかにしたい。これは過激な仏教ナショナリ

ストであったダヤスが行政官としてきわめて大きな影響力を発揮した時期で

ある。そしてそれは同時にスリランカ社会における民族的，宗教的コミュニ

ティ間の対立がますます深まっていった時期でもあった。この時期のダヤス

の政治的活動に関しては断片的な指摘はあるものの今まで十分には検証され

て来なかった。本稿ではイギリス公文書館所蔵の行政文書などを使いつつこ

の点を明らかにしていきたい。

1　新政権とN.Q. ダヤス

　S.W.R.D.バンダーラナーヤカ首相が暗殺されたのは 1959 年 9 月のことで

あった。この事件によって未亡人となったシリマーウォー・バンダーラナー

ヤカは予期せぬ形で，そして政治的経験をほとんど欠いた状態で政治の場に

登場することになった。しかし彼女はほどなく積極的に政治に関与し始め

た。彼女によればそれは，「夫が非常に愛し，そして夫を熱愛する何百万と

いうこの国の人々のためにできる限りの貢献をする」ためであり，そうする
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ことが「亡き夫への義務であると強く確信した」からであった。実際，バン

ダーラナーヤカ夫人は夫の政策を継承すると繰り返した。「涙に暮れる未亡

人」というイメージは多くの人々に訴えるものがあった3）。1960 年 3 月の選

挙では彼女はスリランカ自由党の候補者たちを応援した。同年 7月に再度行

われた選挙の前には党首に指名され，「恐るべき集票パーソナリティ」とも

呼ばれることになる能力を発揮し，同党に勝利をもたらした4）。

　しかし選挙後首相に就任したバンダーラナーヤカ夫人は必ずしも夫の政策

を継承しなかった。彼女の態度は特にシンハラ仏教ナショナリズムへの対応

に関しては夫のそれとは大きく異なっていた。彼女の夫はステーツマンシッ

プを発揮してコミュナルな融和を図ろうとした。少なくとも彼は努力した。

しかし彼女にはそのような意図は初めからほとんどなかったようにみえる。

1960 年の総選挙では「過激な戦闘的仏教徒諸団体」が彼女を支援した。彼

女は首相就任後そうした勢力の要請に応えることに夫のようには躊躇しなか

った。こうして過激なナショナリストたちは「彼ら自身の目的を達成するた

めに利用可能な手段を新政権のなかでとうとう獲得した」と感じたのであっ

た5）。実際，彼女の政権下で民族的対立はますます激化し，彼女は「タミル

人の軍事的闘争の母」だとも呼ばれた6）。

　イギリス人外交官のコロンボからの報告によれば，N.Q.ダヤスが外交に

関わる行政を統制するようになったのは 1960 年のことであった。つまりバ

ンダーラナーヤカ夫人の首相就任の年である。翌年の 1961 年 5 月には彼は

何人かの高位の役職者を飛び越して正式に国防外交常任長官（Permanent 

Secretary, Ministry of Defence and External Affairs）に抜擢された。ダヤス

は形式的には一公務員にすぎず，他の閣僚たちの意向にも配慮しなければな

らない立場にあったが，事実上の「自由裁量権（free hand）」を与えられ

た7）。セイロン高等文官（Ceylon Civil Service）に属するエリート行政官と

してダヤスの下で働いたジャヤウィーラはその回想録のなかで，N.Q.ダヤ

スは「最も強力な公僕」であり，バンダーラナーヤカ夫人に対する彼の影響

力のために閣僚たちでさえ彼を畏怖し，メディアの一部は彼を公然と「ツァ
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ー（The Tsar）」と呼んだと記している8）。

　ダヤスがどのように 1960 年代前半においてバンダーラナーヤカ夫人の側

近となったのかは必ずしも明らかではない。ただ 1960 年に夫人がほとんど

突然とでも言いうる形で国家の最高権力者となったとき，彼女は政治に関し

て明らかに無知であった。高位の行政官として長くスリランカ政治に関わっ

てきた N.Q.ダヤスは彼女にとっては間違いなく頼るに値する人物の 1人で

あった。またダヤスはカラーワであり，その点で彼女の地位を脅かす可能性

がないという配慮が「驚くほどの抜け目のなさ」をもっていたとされる夫人

にはあったのかもしれない9）。ダヤスもまた政治的野心を表明するような不

合理な行動は取らなかった。ジャヤウィーラが指摘するように，彼は「政治

に手を染めずに政治的状況を変えようとした」のであろう。いずれにせよ，

こうしたダヤスの姿勢にバンダーラナーヤカ夫人は安心し，多くに関してダ

ヤスに相談した10）。

　バンダーラナーヤカ夫人がシンハラ仏教ナショナリズムに対してきわめて

親和的であったこともダヤスが側近となり得た理由の一つであったと思われ

る。すでに触れたように，彼女は夫ほどマイノリティへの配慮を示すことは

なかった。こうした彼女の基本姿勢は，「過激な仏教的シンハラ指向的民族

感情」が蔓延する当時においてさえ過激だといわれたダヤスをも十分に許容

しうるものであった11）。またダヤスは「無数の」仏教徒組織とのつながりを

もっていた12）。さまざまな仏教徒勢力との関係から生まれる彼の影響力がダ

ヤスを重用すべき人物であると夫人に思わせた一因であったと言えるかもし

れない。さらに，すでに見たように，1960 年の総選挙においては「きわめ

て戦闘的な仏教徒集団」が夫人を支援した13）。選挙における何らかの活動が

ダヤスを政権に近づけたことも十分に推察される。

　いずれにしても N.Q.ダヤスはバンダーラナーヤカ夫人の側近として強力

な権力を行使することになった。彼はさまざまな事項に積極的に関わった。

特に，軍隊や警察の運用，政府の移民政策において強い影響力を発揮した。

彼はたとえば行政組織の中に「活動的な仏教徒団体」を設立すること，そし
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て軍隊への採用は事実上 100 パーセントをシンハラ人仏教徒にするよう努め

た。そうすることで，「歴史的理由によって非仏教徒や非シンハラ人がこれ

までもって来た圧倒的な支配力」と彼がみなすものを打ち破ろうとした14）。

彼が打倒すべき対象であると考えたものの一つに植民地時代につくられた教

育制度におけるキリスト教徒の優位性があったことは明らかであった。バン

ダーラナーヤカ夫人が戦闘的な仏教徒たちの影響下で最初に着手したのが私

立学校の国有化という課題であった。

2　学校の国有化

　植民地時代のスリランカではエリート教育の非常に多くの部分は西洋のキ

リスト教宣教団体がつくり上げた学校制度によって担われてきた。こうした

キリスト教徒たちの教育分野における優位性の打破は，19 世紀後半以降の

仏教復興運動が追求した主要な課題の一つであった。しかし仏教徒たちの学

校設立の試みは十分には進まず，キリスト教徒との格差を解消することはで

きなかった。そのため私立学校を国有化せよという要求は仏教委員会の報告

書の中でも重要な主張の一つとなった。彼らは，キリスト教徒の学校では仏

教徒の子どもたちが宗教教育を受けられないだけでなく，逆に改宗の脅威に

晒されざるを得ない，さらには「反仏教的な理念」が吹き込まれる恐れがあ

ると主張し，「1958 年 1 月 1 日までにすべての助成校を国有化する」ことを

要請した15）。S.W.R.D.バンダーラナーヤカはこうした主張に共感する人々の

圧倒的な支持を得て首相となった。

　しかし首相就任後のバンダーラナーヤカはこの仏教ナショナリストたちの

主張を受け入れなかった。上記の期限が過ぎた 1958 年 3 月に彼は全セイロ

ン統一比丘会議において助成校の国有化に関して，「私は仏教の諸権利を護

ろうと努めるが，他の宗教への壊滅的打撃を企図することはできない」と述

べた16）。もちろんナショナリストたちは反発した。1959 年ごろになると，

過激なシンハラ仏教ナショナリストたちの関心は，タミル人に対してより
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も，ますますカトリック・コミュニティに向けられるようになっていった。

さらにこの頃になると，マルクス主義者，特にフィリップ・グナワルデナと

その一派も反カトリック感情を扇動し始めた。彼らは教育における既得権益

としてのキリスト教系の学校制度を問題とした。その背後には明らかに仏教

徒の民衆には「弁証法的唯物論」よりも反カトリック的訴えの方がはるかに

よく浸透するとみられていたという状況があった17）。

　学校の国有化に向けた動きは S.W.R.D.バンダーラナーヤカ首相の暗殺後

に急速に進んだ。当時スリランカ自由党の広報担当であったフェリクス・ダ

ヤス・バンダーラナーヤカ（バンダーラナーヤカ夫人の甥，後の財務相）

は，1960 年 7 月の総選挙の直前に「教育の全システム」を中央政府の下に

置くことを検討する委員会を立ち上げるという党の姿勢を表明した。選挙直

後の 8月 12 日には新しく首相に就任したバンダーラナーヤカ夫人が助成校

の国有化を宣言した。こうして「助成校および訓練校（特別措置）法案」は

1960 年 11 月にスリランカ下院において可決され，法制化された18）。

　この法律の適用範囲は助成を受けない学校にもおよび，私立学校において

も学校の事業主の宗教を信仰しない親の子どもを受け入れることは許可され

ないことになった。また，特定の学校は助成を受けることなく存続すること

を許されたが，原則的に授業料を取ってはならないこととなった。授業料を

課すには教師と親の 75 パーセントの賛成が必要であるとされた。その結果，

非助成校の多くは宗教団体の資金に頼らざるを得なくなった。ただ，これら

の制約にもかかわらず，1961 年の段階で数十校が私立学校としてとどまっ

た。こうした学校のほとんどは，教育報告書によれば，この国の教育におい

て「卓越した地位」にあった。こうした学校での教育は「雇用に関する厚

遇」としばしば関連していると主張された19）。

　学校の国有化に加えて，バンダーラナーヤカ夫人の第一次政権（1960 年

から 1965 年）ではシンハラ語化政策がさらに徹底して実施された。1960 年

12 月には，タミル語と英語の通訳をつけるという条件付きで議会で使用す

る言語はシンハラ語とすると定められた。1961 年 1 月 1 日には，タミル人
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たちからの要請を拒否し，全国すべてにおいてシンハラ語が公用語であると

いう声明が出され，法廷における言語をシンハラ語にするという法律が成立

した。こうしたシンハラ語化の動きはタミル人側からの強固な抵抗を招き，

タミル人の政党である連邦党はサティヤグラハと呼ばれた大規模な不服従運

動を主導することになった。こうして 1961 年 2 月 20 日にタミル人たちによ

るガンディー式の非暴力抵抗運動が始まり，それは 1961 年 4 月に軍隊によ

って制圧されるまで続いた20）。

3　軍隊の仏教徒化

　学校の国有化やシンハラ語化政策と同様に重要な施策は軍隊の仏教徒化で

あった。N.Q.ダヤスはこれを精力的に進めた。彼はそのための一手段とし

て，軍隊内に「仏教徒の支部組織」をつくり，それらを彼の庇護下におい

た21）。「戦闘的仏教徒集団」をつくろうとする彼の試みは三軍のなかでも陸

軍において最も成功した22）。この戦術，つまりシンハラ仏教ナショナリズム

に賛同する人々を中心に多くの小規模なグループを作り，それを組織化する

という戦術は過去においても彼が行ってきたものであった。ダヤスはこの能

力に秀でていたようにも見える。その最もよく知られた事例の一つは 1956

年の総選挙の際のものであろう。この時彼は仏教徒の公務員組織を作り，ま

た各地に仏教徒の協会をつくった。この協会は 3,500 以上にもなり，

S.W.R.D.バンダーラナーヤカに歴史的な勝利をもたらす一因になった23）。

　ダヤスは軍隊への採用において事実上 100 パーセントがシンハラ人仏教徒

となるように努めた24）。また，当時の政権，つまりスリランカ自由党政権に

「絶対的に忠実」であるか否かも採用，昇進時には綿密に調べられた。こう

した人事への関与によって，「将校や他の地位の上層部も非常に厳密に」ダ

ヤスによってコントロールされるようになった25）。兵卒に関しては地元のス

リランカ自由党所属議員の推薦を受けたシンハラ人農民から多くが採用さ

れ，「人種と宗教」に基づく政治的信頼性が陸軍の採用と昇進の基準となっ
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た26）。また特定の人物がダヤスの指示によって大きく昇進することもあっ

た27）。

　ギャムヌ・ウォッチ（Gamunu Watch）連隊と呼ばれる部隊へのダヤスの

影響力は特に大きかった。この組織はイギリスのスコットランドにあったブ

ラック・ウォッチ連隊に模して 1962 年 12 月に創設された部隊である。ギャ

ムヌという呼称は言うまでもなく紀元前 2世紀にタミル王エラーラを撃退し

た王の名前からとられたものである。この組織はダヤスの近衛連隊

（Guards）とみなされることもあった28）。

　ダヤスによって採用されたり，昇進したりした者たちのなかでは仏教徒至

上主義的傾向はきわめて強かった29）。多くの兵卒や若い将校たちはシンハラ

人や仏教徒を優遇するスリランカ自由党政権の政策に共感しがちとなった。

その結果，タミル人による騒乱に対しては彼らの多くはきわめて無慈悲とな

った。実際，軍隊の間では「タミル人叩き（Tamil bashing）」という行為が

「人気の娯楽（popular sport）」となったなどとも報告されている30）。

　タミル人たちへの弾圧がきわめて過酷なものになったのは，それがダヤス

からの指示であったからでもあった。彼は前述のジャヤウィーラに対して，

「できる限りあらゆる場面においてタミル人連中には『対立』を強い」，「あ

らゆる危機的場面において彼らの上に『絶対的な優位性』を確立する」こと

を求めた。当時のダヤスの影響力を考えれば，彼の意向がさまざまな形で実

行されたことは間違いない。実際，ジャヤウィーラの前任者はダヤスの指示

に忠実に従ったという。このジャフナ政府長官はアヌラーダプラから頑強な

地元民をバスを使ってジャフナへと運び込み，サティヤグラハを行っている

タミル人たちに対抗させた31）。

　N.Q.ダヤスは不法移民や密輸の取り締まりを口実としてスリランカ北部

に軍隊を積極的に派遣した。この「本質的に非軍事的な作戦」のために彼は

12 隻の高速警備艇を購入した32）。前述のギャムヌ・ウォッチ連隊は彼の指

示を受け，北部で移民を取り締まる仕事を行った33）。ジャヤウィーラの回想

録によれば，ダヤスは当時「25 年以内に」タミル人の武装反乱が起こると
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信じていた。そしてその対策として，北部地域を取り囲むように軍の駐屯地

をつくる必要があると考えていた。しかし恒久的な軍事基地の建設はタミル

人側からの大規模な反対運動を引き起こす恐れがあった。そのため彼は，真

の意図を偽り，不法移民と密輸対策のためだと称して軍隊を配備したのであ

る。ダヤスはこの施策をより円滑に進めるために不法移民と密輸の問題をメ

ディアにリークした。彼の意図通りにこの問題は衆目の関心を集めることに

なった。そのため軍隊を駐屯させることに表立って反対することは難しかっ

たといわれる34）。

　N.Q.ダヤスと政治的理念を共有し，ダヤスの「表看板」とも言われた

L.H.メッターナンダはその頃反タミル的主張を新聞紙上において精力的に

行ったが，その際不法移民の問題にも言及した。彼は，タミル人たちに自治

を許すと，北部や東部は不法移民の結集地点となり，それはやがて「シンハ

ラ人の究極的滅亡」につながると述べた。メッターナンダはまた，シンハラ

人は土地をなくし，失業や貧困にあえぐ「虐げられた多数派」であり，逆に

タミル人たちは「特別な特権」をもっており，彼らのサティヤグラハはその

特権に執着しようとする行為だと主張した35）。

　ところで，密輸や不法移民問題を口実にした北部への軍隊駐留，それもシ

ンハラ仏教ナショナリズムに強く影響された部隊の派遣，その地で実際に行

われた軍隊による民間人への過酷な対応，「タミル人叩き」などと呼ばれる

「娯楽」，警察のシンハラ化，あるいは妥協を拒否し，むしろ徹底的に弾圧し

ようとするダヤス自身の指令，そうしたものがタミル人の抵抗運動をより強

固なものにしたことは想像に難くない。新言語政策への連邦党による反対運

動ははじめはわずかな支持を集めるだけであったが，「粗暴な弾圧」のなか

で，「すべての部門のタミル人の意見」を取り込むようになっていった36）。

4　1962 年のクーデター未遂事件

　すでに見たように，1960 年のバンダーラナーヤカ夫人の政権成立後には
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私立学校の国有化，軍隊の仏教徒化といった政策が進められた。仏教徒中心

的な傾向が強まるなかで，非仏教徒，非シンハラ人の将校たちの間には不安

が広がっていった。マイノリティである彼らの宗教的，民族的コミュニティ

の影響力の低下に対して，あるいは民族間の調和や国民統合を犠牲にしてシ

ンハラ人や仏教徒の民族的感情を優先する政治に対して彼らは大きな危機感

を抱いていたとされる。こうしたなかで，クーデター計画が高位の士官と警

察によって立てられた。しかしこの計画は決行寸前の 1962 年 1 月 27 日に発

覚し，首謀者たちは逮捕された37）。

　首謀者のほとんどはキリスト教徒，特にローマ・カトリック信徒であった

ので，このクーデター計画は仏教徒の勢力拡大に対する反動であると見られ

た。また，彼らの多くが富裕な名家出身で名門校で教育を受けたいわば「特

権階級」であり，この計画の背後にはこうした上層ミドルクラスの不安があ

ったとも見られている。首謀者の 1人に仏教徒が含まれていたが，その家族

はアングリカンのキリスト教徒であった38）。また，計画に関与しようとした

警察官には仏教徒は含まれず，キリスト教徒が多数であった39）。

　このクーデター計画は，イギリスの外交文書によれば，単に要人の拘束の

みを目的にするもので，「かなり未熟で穏やかな出来事」であった40）。首謀

者たちは，スリランカ南部のカタラガマに向かう途中のバンダーラナーヤカ

夫人を拘束する計画であった。成功後には，統一国民党の首相経験者である

ダッドリー・セーナーナーヤカとサー・ジョン・コタラーワラがバンダーラ

ナーヤカ夫人とともに政治運営を行うことになっていた。つまり，このクー

デターの目的はバンダーラナーヤカ夫人を「その助言者たちの策謀から救出

する」ようなものであると考えられた41）。

　このクーデターによって拘束されることになっていたのは，まず左翼の指

導者たち，「2人のダヤス」，そして警察と軍部の非常に高位の人々であっ

た。2人のダヤスとは，フェリックス・ダヤス・バンダーラナーヤカと N.

Q.ダヤスであった。この 2人は当時バンダーラナーヤカ夫人の政治的経験

のなさにつけ込んで権力を操ろうとしているとみなされていた。夫人の甥で
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あるフェリックス・ダヤスは事実上の国防大臣であったが，若く未経験であ

った。それにもかかわらず彼は行政の細部にまで干渉を繰り返したので警察

や軍の幹部からの反発は大きかった。他方で，N.Q.ダヤスへの反感もまた

明らかに大きかった。すでに見たように，彼はバンダーラナーヤカ夫人の側

近としてかなりの権力を握り，軍や行政の仏教徒化の先鋒に立っていた。首

謀者の 1人であったシドニー・ダ・ゾイサ（Sydney de Zoysa）はクーデタ

ーに関する質問に対して，当時の大きな問題は学校の接収であり，N.Q.ダ

ヤスは「仏教ショーヴィニスト」であり，あらゆるものを接収し「仏教国

家」の中に持ち込もうとしていると述べた42）。

5　BJB の設立とポーヤ日

　1962 年のクーデター未遂事件は軍や行政などの公的機関のさらなるシン

ハラ化，仏教徒化を促した43）。国籍をもたないカトリック尼僧の国外追放は

事件直後に行われた政策の一つであった。これもまた仏教委員会が 1956 年

に提言していたことである。報告書は，尼僧たちはキリスト教徒の患者を優

先し，仏教僧の病院内での説教を困難にし，カトリック信者の医師や看護師

は仏教徒の患者をさまざまな仕方で苦しめていると記した。それゆえ「セイ

ロン化」政策を施行し，「教育を受けたセイロン人の少女たち」にこの仕事

を任せるべきであると主張した44）。この政策はバンダーラナーヤカ夫人の政

権下で 1962 年 6 月に採用され，1964 年 3 月までに看護師をしていた 140 人

ほどの尼僧が国外へと去って行くことになった45）。

　クーデター計画失敗後の公的機関の仏教徒化に大きく関わったのは BJB

（Bauddha Jathika Balawegaya：仏教国民軍）という民間団体であった。BJB

は，仏教普及協会（Buddha Pracharaka Sabha）という組織に属する一群の

人々がつくった「戦闘的な仏教徒の団体」であった。支持者は主に仏教徒の

公務員であり，『仏教戦線（Baudha Peramuna）』という週刊刊行物を発行し

ていた。BJBは「失った仏教徒の権利を取り戻す」という展望の下に設立さ
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れたのであるが，そのきっかけは前述の 1962 年のクーデター未遂事件であ

ったといわれる46）。イギリスの外交文書によれば，BJBは「狂信的な在家信

者」に導かれる「敵意に満ちた反キリスト教団体」であり，「仏教の半狂人

的分派集団」であった。L.H.メッターナンダがその総裁であったが，彼は

「最も悪名高い」人物であると言われた。N.Q.ダヤスはこの団体にも深く関

わっていた。彼は BJBの役員ではなかったが，主導者の 1人であるとみな

されていた47）。

　BJBは行政における仏教徒の採用拡大を要請した。彼らはこの点に関して

は全セイロン仏教徒会議と歩調をそろえていた。この団体は「カトリック・

アクション」の活動を調査する委員会を立ち上げ，宗教団体と行政との関

係，軍隊におけるカトリックの割合，職員採用時における宗教的配慮の影響

を調べようとしていた。BJBはこの動きに同調し，考古学局などの政府職に

非仏教徒を採用することに反対した。また 1961 年の教育委員会の報告書に

あるように宗教別人口等に配慮したクオータ制を採用するように求めた48）。

　カトリック・アクション批判は，BJBの重要な活動の一つであった。カト

リック・アクションとは世界各地で聖職者の下に行われたカトリック一般信

者の運動である。1922 年に教皇主導の下で世俗化，共産化に対抗すべく始

められたものであるとされる49）。BJBはこの運動への危機感を煽り，激しく

批判した。彼らはそのために『カトリック・アクション─平和と友好への

脅威，セイロンのカトリック連合への返答』と題する冊子を出版した。BJB

によれば，このカトリックの運動は「信徒の宗教的利益の推進」といった罪

のないものではない。その戦略は，あらゆる公的，私的組織へとカトリック

信徒を入り込ませ，組織を内部から変容させ，「ヴァチカンのグローバルな

野望」に奉仕することであった。その結果「75％が仏教徒人口である国の軍

隊が総人口のわずか 7％を占めるに過ぎないローマ・カトリック信徒に支配

されるようになった」と BJBは主張し，すべての仏教徒は団結してカトリ

ックの運動に立ち向かうよう訴えた。さらに「あらゆる通信は極秘とする」

と付言し，公的，私的なさまざまな組織内におけるカトリック・アクション
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の動きを報告するように求めた50）。こうして多くの組織に配置された BJB

の構成員たちは組織内における採用や昇進を監視し，組織の仏教徒化を進め

る役割を担った。

　BJBはポーヤ日を休日にする運動をも積極的に行った。ポーヤはパーリ語

ではウポーサタ（Uposatha）といい，日本語では布薩と呼ばれる。仏教の

斎日であり，戒律の遵守を確認する日である。上座仏教においては通常陰暦

のなかの 4日，つまり満月，新月，二つの半月日がその斎日であるとされて

いた。スリランカでは一般の敬虔な信者は，月に 4度のポーヤ日には八戒を

守り，白衣を着て寺院に参拝し，瞑想，読経などで一日を過ごすとされてい

る51）。

　ポーヤ日を休日にせよという要求もまた，私立学校の国有化などとともに

前述の仏教委員会の提言に沿ったものである。日曜日を休日とする制度は

「非常に小さなマイノリティ」の利益のために外国人の支配者によってつく

られたものであり，ポーヤ日が休日となっていないことは，圧倒的な多数派

である仏教徒の在家信者と仏教僧との「生き生きとした接触」が失われた大

きな原因であると報告書は主張した。そして，「仏教徒の道徳的福祉のため

に，そして民主的要請に従って，すべてのポーヤ日と仏教祭礼日は休日にす

るよう布告すること」を提言した。またその際，キリスト教徒やムスリムが

日曜日や金曜日に宗教的行事を行うことを望んだ場合は，個々の事例に合わ

せて取り決めがなされるべきであると付け加えた52）。

　N.Q.ダヤスは公的にはこの仏教委員会に属していなかったが，その活動

を陰で支えていた。それゆえ 1956 年に出版されたこの報告書におけるポー

ヤ日休日化の主張にもダヤスの意向が反映していた可能性は高い53）。1964

年の運動に関して言えば，これは明らかにダヤス主導で行われた。この時彼

は，すでに見たように，国防外交常任長官として，またバンダーラナーヤカ

夫人の側近として非常に大きな影響力を発揮していた。彼はまた公務員の仏

教徒組織（Congress of Public and Local Government Services Buddhist 

Associations）の議長でもあった。ダヤスはその立場から，すべての仏教徒
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の公務員に対してポーヤ日には宗教的な理由による臨時休暇を取ることを要

請する通達を出した。その結果，1964 年 8 月 22 日には中央および地方のい

くつかの政府機関では多数の仏教徒が休暇を取り，スタッフの欠如のため業

務がほとんど停止した。ダヤス自身はこの日自らの部署の 150 人を率いてア

ヌラーダプラに巡礼に出かけた。この運動の結果，1964 年 10 月にはそれま

で休日とされていなかった 8つの満月日が新たに休日とされた54）。

　しかしダヤスらの活動はそこでとどまることはなかった。彼らは残り 40

日ほどのポーヤ日を休日にする運動をその後も繰り広げた。バンダーラナー

ヤカ夫人の政権下では，上記の通り，日曜日を休日として残し，1か月に 1

度の満月のポーヤ日を休日とする制度が成立したのだが，当時野党であった

統一国民党は 1965 年の総選挙では日曜日を休日とする従来の制度そのもの

を廃止することを公約にした。しかし政権を獲得すると彼らは，月 4度のポ

ーヤ日を休日にしようとはしたが，日曜日は残そうとした。それに対して，

「強力な仏教徒集団」（おそらく BJBであると思われる）が月 4度のポーヤ

日の前日を半日休暇とすることを求めた。こうして日曜日を休日とする制度

は廃止された55）。この新しい制度はその後 5年間ほど続いた。しかしこの休

日制度は私企業や政府の業務に大きな影響を与え，生産性の低下を招くこと

になった。そのため，最終的には 1971 年 7 月にこの休日制度は廃止され，

従来通りの日曜日を休日とする制度が復活した。満月のポーヤ日のみが休日

とされることになった56）。

6　1966 年のクーデター未遂事件

　1960 年 7 月に成立したバンダーラナーヤカ夫人の政権は経済状況の悪化

のなかで次第に行き詰まっていった。事態打開のために彼女は N.M.ペレー

ラー（Perera）が率いる左翼政党 LSSP（Lanka Sama Samaja Party：ランカ

平等社会党）と連立を組んだ。トロツキストを自称する LSSPは，ミドルク

ラスや保守層のみでなく仏教徒に対しても，脅威にはならないというイメー
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ジ作りをその頃積極的に行っていた57）。こうして多くの人々は「魔術師」と

も呼ばれたペレーラーがこの国の問題を解決することを望んだ。しかし期待

されたペレーラーの経済政策は人々の生活苦を改善しうるものだとは認識さ

れず，労働争議は再発し，メディアからの批判は高まった。こうした状況に

対抗してペレーラーは巨大なマスメディア企業であったレイクハウス出版を

国有化し，他のメディアをも規制しようとした。首相もそれを支持したた

め，権威主義的，全体主義的傾向を嫌った C.P.ダ・シルワ（de Silva）は 13

名の議員と共にスリランカ自由党を離党し，野党に移ることになった。その

ためスリランカ自由党は多数派としての地位を失い，バンダーラナーヤカ夫

人は 1964 年 12 月に議会を解散した58）。

　その後 1965 年 3 月に総選挙が行われ，それまで野党であった統一国民党

が政権を担うことになった。それにともない N.Q.ダヤスは国防外交常任長

官の任を解かれたが，これによって彼がシンハラ人仏教徒としての活動に費

やす時間は格段に多くなったともいわれた59）。すでに見たように，彼は 4年

間の常任長官在任期間中に軍に関わる採用と昇進の多くを仏教徒に制限し，

軍隊内部に「戦闘的な仏教団体」を設立しようとした。その際彼自身が多く

の人事に深く関与した。そのため彼によって採用されたり，昇進したりした

者たちを中心に彼への支持は高かった。先に見たように彼の近衛兵とでも言

いうるような部隊もあった。長官退任後も多くの軍関係者は彼の指導や指示

を待ち望んでいたとみられていた。そのため，クーデター計画が発覚したと

き，ダヤスは最も疑われた者の 1人であった60）。

　軍隊内部の問題に関して警察は，高位の士官を含む陸軍軍人への聞き取り

をかなり前から行っており，1965 年 7 月ごろには軍人たちの「宗教・コミ

ュナル団体」との関係，そしてその団体の政治的関与の可能性については調

査されていた。前政権下における陸軍兵員の政治的理由による大規模な採用

に関する調査も行われた。こうして 1965 年 11 月には，陸軍の「宗教・コミ

ュナル団体」の士官による陸軍基金の詐取や「間違ったコミュニティ・宗教

（wrong community/religion）」に属する者，あるいは彼らの団体に属さない
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者への報復行為があったことが明らかになったと報告された61）。

　クーデター計画が発覚したことが新聞で報道されたのは 1966 年 2 月 23 日

のことであった。これは LSSPの高位の政治家からのリークによるものだと

されている。この政治家は，この計画は「文民からなるスリランカ自由党支

持派の団体」によって立案指導されたと述べた62）。このクーデターでは，主

導的な閣僚や士官を暗殺，または逮捕した後に軍事評議会を立ち上げること

になっていた。1966 年 2 月 17 日の深夜に実行される予定であったが，その

2，3時間前に政府に気づかれたことがわかり，計画は放棄された63）。その

後 2月 26 日には，関与を疑われた 5人の陸軍士官が強制的に休暇をとらさ

れたこと，取り調べを受けた者の 1人は「陸軍内の BJBに属する高位の士

官」であることが報道された。さらに 8人の下士官が逮捕されたことが伝え

られた64）。

　すでに見たように，このクーデターに関して最も疑われた文民の 1人は

N.Q.ダヤスであった。実際彼は聴取され，パーナドゥラにある彼の親族の

家も調べられた65）。この計画発覚後の早い時期に彼自身の住居も捜索された

が，関与の証拠は見つからなかった66）。ダヤスと軍内部の過激な仏教徒勢力

とのつながりに加え，彼が 1964 年頃に憲法の破棄と権威主義的体制の樹立

を主張した人々の 1人であると見られていたことも間違いなく聴取理由の一

つであった67）。しかし，当然のことではあるが，彼が自ら関与を認めること

はなかった。

　またこの時ダヤスとの関係が深いと考えられていた仏教僧グナナシーハ

（Henpitigedera Gnanasiha）が逮捕された（釈放されたのは 1969 年である）。

彼はラーマンニャ派の僧侶で 1953 年から N.Q.ダヤスとともに活動を始め，

全国各地に仏教徒協会を設立した。この組織は 1956 年の総選挙における

S.W.R.D.バンダーラナーヤカの勝利に大きく貢献した68）。その後この仏教僧

がどのように政治に関わったかは必ずしも明らかではないが，スリランカ自

由党との強力なつながりは持ち続けたようである。彼は特にバンダーラナー

ヤカ夫人のスリランカ自由党のための活動家として知られていた。左翼政党
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を含むスリランカの政党はその中枢部に仏教僧をかかえることが通例となっ

ていた。明らかに彼はスリランカ自由党においてその役割を果たしてい

た69）。

　新聞には，グナナシーハは「政府の親密な同調者であり，首相の強力な支

持者」であると書かれた70）。グナナシーハは権威主義的な見解をもっていた

ともしばしば報告された。「ファシスト的傾向で知られる仏教僧」だとも，

この党の「狂信派（fanatic wing）」内での彼の活動は，「在家信者の片割れ」

である N.Q.ダヤスに近いものがあるとも言われた71）。実際彼は 1964 年 3 月

には独裁政権の樹立を支持する公開書簡を全国紙に送った72）。

　このクーデター未遂事件後，ダヤスの名が新聞やイギリスの行政文書に現

れることはほとんどなくなった。彼は，バンダーラナーヤカ夫人が再度政権

を担うことになった 1970 年にはインドの高等弁務官となった。しかしこの

頃にはダヤスの政治的影響力は明らかにほとんど消失していた。

おわりに

　独立後のスリランカにおいてシンハラ仏教ナショナリズムに基づく政策が

本格的に採用され始めたのは S.W.R.D.バンダーラナーヤカが首相に選出さ

れた 1956 年というよりも，彼の妻の政権が成立した 1960 年であったと言う

方が正確である。バンダーラナーヤカ夫人の政治姿勢は暗殺された夫のそれ

とは大きく異なっていた。彼女の政権においては，1956 年に公開された

『仏教への裏切り』として知られる仏教委員会の報告書の提言が着実に実行

されていった。そしてその施策を進めた中心人物の 1人は明らかに N.Q.ダ

ヤスであった。彼はそもそもこの報告書作成を支えた重要人物であったが，

国防外交常任長官就任後は夫人のもっとも重要な側近の 1人としてきわめて

大きな権力を行使した。ダヤスが関わった施策の中でおそらくもっとも重要

なものは，軍隊や行政の仏教徒化であった。彼は BJBという組織に関わり，

人事において仏教徒を優先し，軍隊や行政の仏教徒化を進める上で重要な役
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割を果たした。また彼は軍隊内に過激な仏教ナショナリズムを信奉する集団

をつくり，軍の北部駐屯を拡大した。さらに彼はタミル人との明確な対決姿

勢をとった。それらが民族的な関係悪化を招いた大きな原因の一つとなった

ことは間違いない。

　ところで，ダヤスとカーストの関係はいかなるものであったのであろう

か。ダヤスが非ゴイガマのカラーワに属していたことはバンダーラナーヤカ

夫人にある種の安心感を与えたことは間違いない。少なくとも当時のスリラ

ンカにおいては非ゴイガマが最高権力者となることは非常に困難であり，通

常の政治過程を経てダヤスが夫人の権力を脅かす可能性はほとんどなかっ

た。ダヤスもおそらくその点を十分に認識しており，政治的野心の表明など

という無意味な選択が彼の言動から完全に排除されていた可能性は十分にあ

る。当時のダヤスを同僚として身近に見てきたジャヤウィーラは，ダヤスに

は政治的野心はなかったと述べているが73），それはダヤスの合理的な選択の

結果であったとも考えられる。

　しかし彼は本当に政治的野心をもっていなかったのであろうか。十分な能

力とシンハラ仏教ナショナリズムに基づく国家の実現という強い願望をもっ

た人物が，最高の権力を行使することによってその夢を果たしたいと考える

ことはなかったのであろうか。イギリスの行政文書には「首相職を狙うほど

の政治的野心をもっているという世評がある」と記されているが，そうした

可能性も考慮すべきであると思われる。しかし何度も述べるように，非ゴイ

ガマである彼が通常の民主的プロセスを通してその目標を実現することは非

常に困難であった。1964 年には彼は権威主義的体制の樹立を考えていたと

いう見方もあったが，その選択はある意味きわめて合理的である74）。

　1966 年のクーデター未遂事件へのダヤスの関与は証拠不十分のため明ら

かにされなかったが，その可能性が全くなかったとは言えない。さらに，た

とえダヤスが直接関わっていなかったとしても，軍内部への彼の強力な影響

力を考慮すればクーデター成功後にはダヤスを中心とする政権が生まれた可

能性も否定できない。しかしもちろんこれらは推測に過ぎない。さらなる史
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料の発掘によって明らかにされる問題であると思われる。
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